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９
月
６
日
坂
本
議
員
は
１
２
番

目
最
後
に
、
３
点
質
問
し
ま
し
た
。 

  

大
田
切
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
拡
充
強
化
は 

 

問 

新
ご
み
中
間
処
理
施
設
の

稼
動
に
よ
り
、
ご
み
減
量
を
進
め
可

燃
ご
み
に
多
く
含
ま
れ
る
厨
芥
ご

み
や
雑
紙
類
の
資
源
化
率
の
向
上

が
不
可
欠
だ
。
駒
ケ
根
市
は
２
６
、

２
％
と
前
年
比
１
％
下
が
っ
た
が

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
今
後
燃
や
す

ご
み
に
な
り
燃
や
す
ご
み
の
増
大

が
懸
念
さ
れ
る
。 

 

大
田
切
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
拡
充
強
化
の
構
想
は
。 

  

拡
充
を
早
急
に
検
討
す
る 

 

市
長 

大
田
切
リ
サ
イ
ク
ル
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
の
５
年
間
で
４
，

５
０
０
人
増
加
し
２
７
年
度
は
２

２
，
２
７
４
人
と
年
々
利
用
者
増
加

し
て
い
る
。
ス
ペ
ー
ス
や
侵
入
経
路 

              

な
ど
を
、
不
燃
物
処
理
場
跡
地
利
用

に
つ
い
て
資
源
化
に
つ
な
が
る
拡

充
を
早
急
に
検
討
す
る
。 

          

生
ゴ
ミ
処
理
が
減
少
し
た
が 

 

た
い
肥
化
事
業
の
課
題
は 

 

問 

２
７
年
度
か
ら
公
共
施
設

分
に
つ
い
て
、
一
般
モ
デ
ル
地
区
と

合
わ
せ
木
曽
の
民
間
た
い
肥
化
施

設
に
搬
入
し
て
い
る
が
、
負
担
金
キ

ロ
４
０
円
か
ら
キ
ロ
６
０
円
に
な

り
、
こ
の
こ
と
の
影
響
が
大
き
い
の

か
搬
入
施
設
数
は
前
年
の
３
２
か

ら
２
５
に
減
少
し
前
年
比
５
７
、

３
％
と
な
っ
て
い
る
。 

 

今
ま
で
搬
入
し
て
い
た
施
設
は

ご
み
焼
却
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
ご

み
減
量
に
逆
行
す
る
。 

 

処
理
費
用
、
負
担
金
の
増
、
大
型

生
ご
み
処
理
機
の
運
営
コ
ス
ト
の

今
後
と
処
理
量
を
増
や
し
て
い
く

た
め
の
課
題
は
何
か
。 

  

家
庭
で
の
自
家
処
理
に 

 

頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況 

 

市
長 

生
ご
み
処
理
は
費
用
対

効
果
、
臭
気
、
活
用
等
課
題
が
あ
る
。

家
庭
で
の
自
家
処
理
に
頼
ら
ざ
る

を
え
な
い
状
況
。
平
成
３
１
年
に
分

別
変
更
で
可
燃
ご
み
増
加
が
懸
念

さ
れ
る
。
改
め
て
減
量
化
策
の
提
案

し
て
い
き
た
い
。 

  

６
次
産
業
切
り
開
く 

 

二
条
大
麦
の
栽
培
と 

 

ホ
ッ
プ
生
産
の
可
能
性
は 

 

問 

ビ
ー
ル
の
原
料
と
し
て
、
全

輸
入
と
な
っ
て
い
る
、
二
条
大
麦
を

栽
培
し
地
元
産
麦
芽
を
生
産
す
る

６
次
産
業
化
推
進
事
業
は
今
年
か

ら
収
穫
が
見
込
め
、
成
分
分
析
を
行

い
作
付
に
適
し
た
品
種
の
選
定
と

作
付
面
積
の
拡
大
を
は
か
る
と
今

後
の
展
開
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

可
能
性
は
ど
こ
ま
で
見
通
し
に

つ
い
て
、
栽
培
の
環
境
、
技
術
に
つ

い
て
現
在
の
取
り
組
み
状
況
は
ど

う
か
。 

 

地
ビ
ー
ル
と
い
う
な
ら
ホ
ッ
プ

も
地
元
産
に
は
ど
う
か
。
飯
田
市
の

フ
イ
ラ
ー
レ
と
い
う
会
社
が
収
穫

し
、
乾
燥
さ
せ
た
ホ
ッ
プ
を
２
０
１

２
年
か
ら
南
信
州
ビ
ー
ル
に
醸
造

を
委
託
し
て
い
る
。
先
進
地
に
学
ん

で
駒
ケ
根
で
も
ホ
ッ
プ
生
産
を
し

て
い
く
可
能
性
は
ど
う
か
。 

 
 

 

可
能
性
は
あ
る 

 

市
長 

県
や
Ｊ
Ａ
の
技
術
支
援

の
も
と
、
二
条
大
麦
１
２
ア
ー
ル
試

験
播
種
し
収
穫
し
た
、
成
分
分
析
は

概
ね
良
好
で
可
能
性
は
あ
る
。 

 

今
後
は
栽
培
面
積
拡
大
し
種
子

の
確
保
図
り
な
が
ら
試
験
栽
培
を

し
て
い
き
た
い
。 

 

ホ
ッ
プ
生
産
の
飯
田
市
視
察
を

行
い
、
栽
培
方
法
、
圃
場
の
状
況
確

認
、
収
穫
体
験
を
行
っ
た
。
今
後
圃

場
の
設
定
や
苗
の
選
定
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。 

  

生
薬
の
試
験
栽
培
で 

 
 

 

市
の
支
援
体
制
は 

 

問 

生
薬
試
験
栽
培
を
農
事
組

合
法
人
で
今
年
か
ら
始
ま
り
１
１

月
に
は
収
穫
の
予
定
に
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
８
月
に
は
益
母
草
（
や

く
も
そ
う
）
の
試
験
栽
培
を
は
じ
め

ま
し
た
。 

 

３
年
契
約
で
実
験
し
デ
ー
タ
を

と
り
栽
培
技
術
の
習
得
に
努
め
る
。 

栽
培
し
乾
燥
、
日
陰
で
ほ
し
て
加
工

ま
で
し
て
工
場
に
納
め
る
ま
さ
に

６
次
産
業
。 

 

駒
ヶ
根
全
体
で
取
り
組
め
る
振

興
作
物
に
な
る
。
長
野
県
内
で
の
先

進
地
の
視
察
や
研
修
、
洗
浄
機
な
ど

の
導
入
に
か
か
わ
る
、
市
の
支
援
体

制
や
補
助
施
策
の
対
応
は
ど
う
か
。 

  

補
助
制
度
創
設
し
県
と 

 

と
も
に
支
援
し
て
い
く 

 

市
長 

生
薬
を
養
命
酒
か
ら
農

事
組
合
法
人
福
岡
が
３
年
間
支
援

を
受
け
な
が
ら
試
験
栽
培
が
始
ま

っ
た
。 

 

補
助
制
度
創
設
し
た
。
県
の
研
修

会
参
加
や
洗
浄
乾
燥
作
業
、
試
験
機

の
導
入
な
ど
補
助
策
の
活
用
説
明

し
て
い
く
。
生
産
体
制
構
築
し
な
が

ら
支
援
し
て
い
く
。 

  

シ
ル
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

 
 

 

今
後
の
運
営 

 

問 

シ
ル
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
運

営
の
今
後
の
あ
り
方
は
。
観
覧
料
は

減
少
傾
向
。
基
金
毎
年
１
千
万
円
近

く
使
っ
て
き
た
が
無
く
な
れ
ば
一

般
財
源
を
つ
ぎ
こ
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
今
ま
で
の
運
営
方
法
の
ま

ま
で
は
持
続
で
き
な
い
。
目
的
を
生

涯
学
習
、
学
校
教
育
、
博
物
館
、
生

活
歴
史
資
料
館
に
変
え
て
い
く
の

も
１
つ
の
手
法
と
の
選
択
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。 

  

長
野
県
内
連
携
し
て 

市
長 

体
験
型
伸
ば
し
て
収
入
増

や
し
コ
ス
ト
削
減
し
て
い
く
。 

 

か
っ
て
の
歴
史
文
化
伝
統
を
大

事
に
長
野
県
内
連
携
が
一
番
の
取

り
組
み
し
な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ん

と
検
討
し
て
い
く 

○
ゴ
ミ
の
資
源
化
率
の
向
上
を 

○
６
次
産
業
、
ホ
ッ
プ
と
生
薬
の
展
望
は 

○
シ
ル
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
運
営
の
今
後
は 

 
 

 
 

 
 

坂
本
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